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隣近所で声を掛け合い、安否を
確認しましょう。　（要配慮者に
ついては27～28ページ参照）

建物や家具などの下敷きに
なっている人がいれば、ガス
漏れや漏電、余震に注意しな
がら、隣近所の人と力を合わ
せて助け出しましょう。

余震に気をつけながら各家庭
にある食料や水を持ち寄り、
みんなで分け合いましょう。

けが人がいた場合は応急手当
をしましょう。（応急手当の方
法は35～36ページ参照）
重傷者は病院や救護所へ搬送
しましょう。

出火してしまったら消火器や可
搬式ポンプなどを使い、隣近所
の人と力を合わせて消火にあ
たってください。

救助作業にはシャベルやロー
プ、バールなどが役に立ちま
す。家庭の大工道具や小中学
校や公園などに配備している
救助用資機材を活用しましょ
う。

災害に乗じた悪質な犯罪が起こ
ることがあります。状況に応じ
て交替で見回りを行うなど、ま
ちの安全を守りましょう。

地 震 火 災 や 二 次 災 害 を 防 ぐ た め に地 震 火 災 や 二 次 災 害 を 防 ぐ た め に

［漏電、ガス漏れに注意］
電気が復旧し家屋内の断線箇所や使
用中だった電気器具に電気が通じた
ことによる、「通電火災」が発生する
ことがあります。感震ブレーカーを取
り付けていない家庭では避難するとき
は必ず電気のブレーカーを切り、ガス
の元栓を閉め復旧時の二次災害に備え
ましょう。

［出火してしまったら］
消火器などですぐに消火しましょう。
天井に火が回るようであれば消火器で
は消せません。
早く近所の人に火事が起きていること
を伝えましょう。
※火事が起きた場合の消火・避難の方法は34ページ参照 ※33ページ参照
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火事だゾーッ！！

応急手当をし
ました。おひと
りで避難でき
ますか？

ありがとう。
避難できます。

大
丈
夫
よ
。

姿
勢
を

低
く
し
て
！

○
○
○
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避
難
所
に

向
か
い
ま
す
。

発生直後　揺れがおさまったら

［家族は大丈夫か］
けが人が出た場合は、自力や隣
近所の人の助けを得て病院へ向
かうことを考えましょう。

［くつ・スリッパを
はき室内のガラスに
注意］
家の内外は、割れたガラスなど
で危険です。
絶対に裸足では歩き回らないよ
うにし、必ずスリッパなどを履
いてください。

［ラジオ・テレビを
つける］
情報をできるだけ早く確認し、
冷静に行動しましょう。

［津波から避難］
海岸や河川近くなど、津波の浸
水想定地域にいる人は、できる
だけ早く津波避難ビルなど鉄筋
コンクリート造の 3 階以上に避
難しましょう。

［集合住宅では］
ドアや窓を開けて非常口を確保
しましょう。
避難にエレベーターは絶対に使
わないようにしましょう。火災
のときは、炎や煙に巻き込まれ
ないように低い姿勢で、階段を
使って避難しましょう。

［引き続いて発生す
る地震に注意］
外に出る場合は、家の倒壊に備えて、
安全な服装で身を守りましょう。

［車で逃げるな］
渋滞により避難が遅れる場合が
あることや、緊急車両が通行す
るための道路を空けておくため
にも原則として車での避難はや
めましょう。

［公衆電話を使う］
家庭の電話がかからなくなって
も、公衆電話が使える場合があ
ります。

［家を離れるときは、
表示をしよう］
避難所に入ったり、地域外に一
時避難するときは、家の前に行
き先や連絡先を表示しておきま
しょう。

※幼児のいる家庭では転落事故
　に注意しましょう。

［壊れた家やブロック
塀には近寄らない］
応急危険度の判定が行われます。
赤色の印がつけば立ち入り危険。
二次災害を防ぐために近寄らない
ようにしましょう。

大丈夫ですか！

おひとりで避難は
大変でしょう。

みんな
無事か？

　車での避難
はやめた方が
いいですよ！

裸足は
ダメ！

お風呂に
ため水
しておいて
良かった。


